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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・おしぼりですが、現在黄色1枚、白3枚不足している状態です。食事で出した枚数分を数えてから洗濯をして下さい。足りないときは、その都度探し、見つからない場合は申し送るようお願いします。

・SST記録用紙が慶長節子様のズボンの中から発見されています。記録も書かれていない状態でした。今一度管理の仕方を見直していきましょう。用紙記載後は人数分あるか必ず枚数の確認をして下さい。

・抄録の締め切りは7/23までとなっています。看護グループ⇒橋本JGMへ、介護グループ⇒田ノ上JGMへ提出して下さい。

・看護グループ内研修があります。

日時：7月14日（木）・15日（金）17：20～18：20
　場所：病院2階会議室
　テーマ：「精神疾患の理解」
　対象者：看護・介護初級
　講師：阿部　大NS
7/13（水）までに出欠予定の記入をお願いします。

看護課共有⇒グループ事業⇒教育研修⇒H23年度グループ内研修出席表⇒H23「精神疾患の理解」
・第2回院内研修があります。

日時：7月19日（火）・20日（水）17：30～18：30
場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
テーマ：「充実した人間関係のために」～アサーション敵コミュニケーションの実践～
講師：安全対策管理委員会　衛生管理者　黒澤　雅広
当日の出欠予定の記入をお願いします。
教育委員会⇒平成23年度⇒院内研修⇒第2回院内研修⇒出欠表
・第1回法人研修があります。

　　日時：7月26日（火）・27日（水）17：30～18：30
場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
テーマ：「現代病とその対策について」
講師：田名部　茂Dr
当日の出欠予定の記入をお願いします。
教育委員会⇒平成23年度⇒法人研修⇒第1回法人研修出欠表
＜患者様連絡事項＞

・五十嵐　タイ様～火曜日の安ヶ平Dr診察の際、Cホールで一番先に行なっていますが、時折、中村清枝様が怒鳴り込んで来る為、診察が中断する事があると本人から訴えがありました。中村様がその時間帯に来ないようスタッフに見て欲しいとの事です。明日の診察の際は、中村様を一番先に診察し、診察後は風呂へ誘導して、それから五十嵐様に診察へ入っていただくという方法を実施していきましょう。

・勝田　ヒモエ様、島脇　てる様、吉田　寿雄様～インスリン7/12～7/18までとなっています。

・上舘　ユキ様～セフジトレン飲み切り止めとなっています。

・島脇　てる様～便秘時の予測指示が7/26まで継続となっています。

・川村　つゑ様～てんかん発作時の予測指示が7/26まで継続となっています。

・田中　豊三様～点滴3日分継続となり、抗生剤は止めとなっています。このままバイタルと酸素飽和濃度に問題なければ、木曜日に経管栄養開始予定です。本日、採血と胸部レントゲン施行しています。採血の結果はFAXで、胸部レントゲンは呂Drに診て頂いている最中です。

・織田　比佐子様～現在、薬剤調整行っていますが、異常体験に左右された発言や、手指の振戦強くなってきたとのことで、7/13朝～臨時薬増薬〔リボトリール(0.5)(抗てんかん剤)1T　1×夕〕　7日分処方となっています。

・河村　勝男様～7/10に妻様面会に来られ、昼のレストランから帰ってきたらタンス内のパンツと靴下が盗まれたと妻様に話をされています。Aユニットの留守番スタッフからは河村様の居室へ他者が侵入した様子はないとの事です。本人とタンス内を確認したところ、何がなくなったか詳細は本人にもわからず、靴下が1足ずつバラバラになっている状態しか確認できていません。現在、衣類は本人管理となっていますが、今後同じ様な訴えがあった際は、今後はスタッフ管理としていく事を本人に伝えて下さい。時間が経過してから伝えると、「そんなことはない」と納得されないので、訴えがあったら即時伝えるようお願いします。

＜週間連絡＞

7/11(月)：マットレス消毒開始

　　　　　定期心電図

　　　　　村井　八郎様～日赤へ腹部CTの結果を聞きに行く(家族のみ)9：30～10：00

田中　豊三様～尿道カテーテル交換

7/13(水)：川原木　カノ様～退院

7/14(木)：島脇　てる様～マーゲンチューブ交換

　　　　　看護グループ内研修17：20～18：20
7/15(金)：看護グループ内研修17：20～18：20
＜事故分析＞

　7/9(土)17：10頃に寺澤一男様が201号室に侵入し、ベッドで臥床している谷内愛子様をベッドから下ろし、廊下まで足を掴み引きずって歩く、という事故が起きました。寺澤様の行動順に分析すると、

　①寺澤様が廊下を歩く

　　理由：自分の部屋を探す、帰りたい、トイレに行きたい、早く休みたい、静かで落ち着ける所に行きたい

　②201号室へ侵入する

　　理由：部屋の場所がわからない、自分の部屋だと思い込んでいる

　③左奥ベッドへ向かう

　　理由：部屋の場所はわからないが、ベッドの場所は左奥だと理解している

　④左奥ベッドに谷内愛子様が臥床されているのを見て怒る

　　理由：自分のベッドに寝ていると思っている、早く休みたいので退いてもらいたい、谷内様に退いて欲しいと声をかけるが動いてもらえないため、さらに怒る

　⑤寺澤様が谷内様を廊下へ引きずり出す

　　理由：言葉で訴えても動いてもらえないため、行動に移す

　と、考えられます。

　①の寺澤様が廊下を歩くという行動は、本人の要求や思いから来る行動であり、これを制限することはストレスの増悪や認知症状の悪化にも繋がります。これに関してはスタッフの見守り方法が重要になります。寺澤様の廊下を歩くという行動をきちんと見守る体勢を作り、スタッフ間で理解することが必要です。また、②の他室への侵入行為も、廊下を歩いている寺澤様を見守ることができていれば防げる行動です。部屋がわからなければ部屋の場所を伝えたり、一緒に部屋まで行く等の対応をしていきましょう。③以降も見守り体勢が整っていれば防げる行動であるため、今一度見守りの必要性を理解し、見守り方法を考えていきましょう。

＜退院療養検討会＞

川原木　カノ様（84）

主病名：レビー小体型認知症

・ADLについて

食事：全介助ではあるが、手を動かして食べる動作はできる。幻視により何もない空間を掴む動作あり。また、食事摂取量が少ない為、エンシュアリキッドを併用している。

→時間をおいて対応する。自力で摂取することもあるため、他者とのストレスが少ない空間で自分のペースで食べる事ができるような場所の提供をしていく。

排泄：尿意は殆どなく介助要している。時間交換で対応している。日中はリハビリパンツ、夜間はカバーとパット使用。トイレ誘導や排泄介助には拒否はない。

→本人から排泄の訴えも時折あるので、その都度対応していく。

歩行：車椅子使用している。立ち上がろうとするが、立てない。

　　　→見守りし、転倒予防に努めていく。

言語：話が繋がる事もあるが、ほとんど疎通はとれていない。帰宅願望あり、泣くことがある。

　　　→話を聞き、落ち着いて頂く。別な話題を提供したり、散歩などで気分転換を図る。

・今後、必要なケアとして

　問題点としては①幻視・幻覚(お金に関する幻視、何もない空間を掴む動作)、②食事摂取量にばらつきがある、の2点が挙げられる。幻視・幻覚については、周囲の患者様が反応することで、本人も落ち着かなくなる為、他者とのストレスが少ない空間を提供する必要がある。食事摂取量については、本人が食事に集中できるよう、周囲に関心が行くような場所は避け、自分のペースで食事できるよう介入していく。

7/13(水)寿楽苑ショートステイ利用のため退院となります。

